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すぎなみ社協
杉並社協のマスコット
キャラクター「うぇるくん」

ささえあう  地域づくりが  仕事です

〒167-0051
杉並区荻窪5-15-13
あんさんぶる荻窪5階

ｅ-mail 
fukushi@sugisyakyo.com

社会福祉法人
杉並区社会福祉協議会
社協は地域福祉を推進する
社会福祉法人（民間団体）です。No.161

2014.5.10

☎03（5347）1010（代）
社協すぎなみ社協すぎなみ

ホームページでもご覧になれます。
広報紙「すぎなみ社協」は奇数月（5・7・9・11・1・3）10日発行です。

杉並社協 検　索

この払込取扱票をミシン目
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（平成26年度賛助会員会費）
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施設会員（年額2,000円以上）
団体会員（年額2,000円以上）
地域団体会員（年額10,000円以上）
企業会員（年額10,000円以上）
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賛助会員とは、杉並社協の理念や事業に賛同し、財政面から支えていただく社協のサポーターです。会費を納めていただくことが会員として
の活動（協力）であり、それが地域福祉推進のための大切な財源となります。
会費は「福祉なんでも相談」「車いす短期貸出事業」をはじめ、地域行事での福祉啓発や広報事業などの自主事業に使わせていただいているほ
か、災害時の支援活動にも使わせていただいています。
入会方法等につきましては、裏面をご覧ください。

あなたの力をつなげる
共助のまちづくり

チカラ

皆さまからお寄せいただいた写真です



2すぎなみ社協　平成 　（     ）年　 月　 日 No.     号2014 5 1026 161

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

平成25年度の会員数
個 人 会 員 2,094 人

施 設 会 員 170 施 設

団 体 会 員 68 団 体

地域団体会員 144 団 体

企 業 会 員 24 法 人

杉並社協のマスコット
キャラクター「うぇるくん」は

「地域福祉の種」

福祉の
種を植える

ウェルフェア
（福祉）

ウェルカム
ご一緒に（という気持ち）

福祉の
種を植える

ウェルフェア
（福祉）

ウェルカム
ご一緒に（という気持ち）

という３つの想いが
   込められています。

すでに会員になられている方で、
会費を民生委員を通して納入い
ただいている方は、これまでど
おり、担当民生委員への納入を
お願いいたします。

お願い

　「地域のために何かをしたい」、「活動をする時間はあまりないけれど、
力になりたい」という皆さまのあたたかい心をお寄せください。杉並社
協の活動資金の多くは、募金や会費など皆さまからの寄附で賄われてお
り、それが活動の原動力となっています。会員になって「地域のささえ
あい」に参加いただきますようお願いいたします。

　社会福祉法で定められた民間団体で、公共性の高い事業を行っている
団体です。社会福祉協議会（以下、社協）は、各市区町村に1カ所ずつ
設置され、その地域に密着した地域福祉の推進を担っています。また、
各都道府県に1カ所ずつ都道府県社協が、さらに全国社会福祉協議会が
あり、全国各地の社協とネットワークを組み、日本の社会福祉の増進に
努めています。

　「福祉なんでも相談」「車いす短期貸出事業」をはじめホームページや
広報紙の作成、杉並社協感謝のつどいの開催、地域福祉活動者表彰等、
自主事業の財源として大切に使わせていただいています。また東日本大
震災のような災害時の支援活動などにも使わせていただいています。

　賛助会員の皆さまには「会費」を納めていただくことが会員としての
「活動（協力）」となりますので、何か特別な活動等をお願いすることは
ありません。

　いいえ。加入は強制的なものではありませんので、会員にならないこ
とで不利益が生じることはありません。しかし、皆さまからの会費が地
域福祉を充実させ、より暮らしやすい地域づくりの財源となります。杉
並社協の事業にご賛同いただきましたら、ぜひご協力をお願いします。

○杉並社協は地域の声を受け止め、地域の方々と共に考え、共に行動します

○杉並社協は一人ひとりのかけがえのない暮らしを尊重します

○杉並社協は地域のこれまでを大切にし、これからを提案します

管理係　☎ 03（5347）1010　FAX 03（5347）2061問 合 せ

杉並社協理念

皆さまの会費が
杉並社協の事業を支えています

「社会福祉協議会」って
なぁに？

会費はどんなことに
使われているの？

会員になると
何かしないといけないの？

会員にならないと社協のサービス
は受けられないの？

ささえあう 地域づくりが 仕事です

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきりと
記入してください。また、本票を汚した
り、折り曲げたりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便局
の払込機能付きＡＴＭでもご利用いただ
けます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵便
局の渉外員にお預けになるときは、引換
えに預り証を必ずお受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただきました
払込書に記載されたおところ、おなまえ
等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるも
のですから大切に保管してください。

3万円以上
貼 付

収入印紙

印

杉並区社会福祉協議会 賛助会員会費

会費の納入をもって、入会手続きとさせていただきます。

次の①～③のいずれかの方法で会費を納入してください。入会方法

問 合 せ

切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

ご理解・ご協力ありがとうございます。

この場所には、何も記載しないでください。

杉並区社会福祉協議会　経営管理課　管理係
杉並区荻窪５-15-13　あんさんぶる荻窪５階
☎　03（5347）1010

①この「払込取扱票」に必要事項（お名前・ご住所・会員種別）
をご記入の上、ゆうちょ銀行または郵便局でお振り込みくださ
い。（振込手数料はかかりません）

②杉並区社会福祉協議会の窓口へお越しください。
　 （開所時間：月～金曜日　午前８時30分から午後５時まで）
③お近くの民生委員・児童委員にお申し出ください。

入会に際し得た個人情報は、当会の事務事業の
範囲で利用させていただきますことをご了承く
ださい。
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　杉並区社会福祉協議会は、「安心をみんなでささえあうまちに」を基本目標とする実施計画（平成 23
～27年度）に基づき、だれもが安心して暮らし続けられる地域づくりに取り組んでまいりました。しかし、
この間に発生した東日本大震災や経済情勢の変化などにより地域の福祉課題は多様化、複雑化してい
ます。
　そこで、現代社会が抱えるさまざまな地域課題に積極的に取り組み、地域福祉の推進役としての役
割を果たしていくために、平成 26 年度を初年度とする 5 カ年の計画として、新たな実施計画を策定い
たしました。今後、この実施計画に基づき、杉並社協ならではの強みを十分に活かし、地域福祉のさら
なる向上と地域の共助力の向上のため、全力で取り組んでまいります。

重点事業

　東日本大震災の経験や先進地域の例に習い、杉並社協が主体と
なり、NPO 等各種団体の協力のもと協働型の災害ボランティアセ
ンターを設置・運営するためのゆるやかなネットワーク組織『（仮称）
すぎなみ災害時ボランティアネットワーク』を構築します。
　この『（仮称）すぎなみ災害時ボランティアネットワーク』は、平
常時より区内関係団体等に協力を求めて、互いの役割等の確認をは
じめ、災害発生時にスムーズな被災者の支援活動ができる協働型の
災害ボランティアセンターの設置・運営体制づくりのため、定期的

な情報交換や協議、研修、訓練、
情報発信などに取り組みます。

③ 災害ボランティアネットワーク

　ボランティア・地域活動に関心がありながら、具体的な活動に結
びつかない方々や若者が、興味・関心を持てるように「はじめての
ボランティア説明会」を、活動先の見学会や体験学習などを取り入
れて内容の充実を図ります。
　また、ボランティアセンター登録団体、区内 NPO 法人などボラ
ンティア募集をしている団体・機関が PR ブースを設置し、ボラン
ティア・地域活動を希望している個人に情報提供し、活動につなげ
る場として「ボランティア・地域活動見本市」を開催します。

② ボランティア・地域活動　見本市

　地域包括支援センター（ケア 24）の担当地域を単位とした小地
域で多世代が地域でのつながりを実感できる新たなネットワークの
構築に取り組みます。
　日頃のあいさつに始まり、顔が見えるつながり、子どもや高齢者
への声かけ、ゆるやかな見守り、災害発生時には声をかけあい、助
け合えるような地域づくりを目指します。
　地域の若者から協力者を募り、多世代の交流促進の企画を展開
していく予定です。
　永福地域をモデルとして、順次その他の地域へ働きかけ、区内の
地域支援ネットワークの構築を推進していきます。

④ 地域支援ネットワーク

　福祉の制度やしくみがわからない、困っていることを伝えること
が難しい、地域に気になる住民がいる等、地域の個別課題は多種多
様です。このような福祉課題に対し、地域に出向き積極的に働きか
けていくことで、孤立しがちな住民やどこに相談したらよいのかわ
からない住民の、地域で暮らし続ける力を支えます。
　既存の制度やしくみにつながる相談は適切に関係機関等と連携
し、狭間の困りごとについては、社協が受け止め支援します。

① 福祉なんでも相談

目標の柱 Ⅲ 出会い、つながるしくみをつくる

１.�地域の福祉課題の解決に向けて、人・活動・場をつなげ、取り組
むしくみをつくる

２.�地域の中の活動者や関係機関が相互に密接な連携が図れるよう
な機会・場をつくる

基盤強化 地域福祉の推進役としての組織基盤強化

１. 社協活動を積極的に周知し、わかりやすい社協をつくる
２.�新たな福祉課題に取り組むための基金、及び住民・事業者の提

供による拠点の有効活用等を図る
３.�地域福祉の推進のために、企画立案・調整能力など職員の専門

性を高める
４.�地域福祉を取り巻く社会情勢の変化に柔軟に対応できる組織を

めざす

目標の柱 Ⅰ 暮らしの課題を見つけ、ささえる

１. 孤立しがちな住民の相談を受け止める
２. 地域に出向き、一つひとつの事例から課題を見出し、共に考える

目標の柱 Ⅱ 力を引き出し、活かす

１.�ボランティア等地域の活動に関心があっても踏み出せない層に働
きかける

２. 住民の潜在的な力を活かし、自助力、共助力向上につなげる

実施のための方向性 実施のための方向性

実施のための方向性 実施のための方向性

新しい実施計画（平成26～30年度）を策定しました�
〔基本目標〕あなたの力

チカラ

をつなげる共助のまちづくり〔基本目標〕あなたの力
チカラ

をつなげる共助のまちづくり
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各ページの下端についている「音声コード」は、目の不自由な方などの
ために、本紙に掲載された印刷情報をデジタル情報に変えるための二次
元のバーコードです。専用の読み上げ装置で読み取り、音声で聞くこと
ができます。なお、コードの位置を示すために切り込みを入れています。

編集後記

杉並社協           こんなときどうする？&Q A
　社会福祉に関するあらゆる困りごとは、どんな些細なことでも「福
祉なんでも相談」にご相談ください。適切な関係機関をご紹介するほ
か、制度の狭間の課題についても、困りごとの解決や軽減に向けて一
緒に考えていきます。

問合せ 　生活相談係
　　　　　☎　03（5347）2064
　　　　　℻　03（5347）2061

どこに相談すればいいのかわからない

　「きずなサロン」にご参加ください。きずなサロンは、どなたでも気
軽に立ち寄れる集いの場で、地域の方々が運営しています。お茶を飲
みながらおしゃべりをするサロン、手芸や折り紙を楽しむサロン、子
育て中のママたちを応援するサロンなど、さまざまな内容で活動して
います。

問合せ 　地域福祉推進係
　　　　　☎　03（5347）1017
　　　　　℻　03（5347）2063

ご近所に知り合いを作りたい

　低所得者、障害者、介護の必要な高齢者のいる世帯に対し生活福
祉資金という貸付を行っています。貸付には要件がありますので、ま
ずはご相談ください。

問合せ 　生活相談係　生活福祉資金担当
　　　　　☎　03（5347）3134
　　　　　℻　03（5347）2061

子どもの進学に関わる学費などに困っています

　杉並ボランティアセンターにご相談ください。センターでは相談者
の希望をお聞きして、情報提供や活動先への橋渡しを行っています。
ホームページや情報紙「ボラン・て」にもボランティアの最新情報を
掲載していますのでご覧ください。

問合せ 　杉並ボランティアセンター
　　　　　☎　03（5347）3939
　　　　　℻　03（5347）2063

ボランティア活動をやってみたい

　短期間（原則として 1カ月）無料で貸し出しをしています。介護保
険で車いすをレンタルするまでの間、けがや旅行等で一時的に必要な
場合にご利用ください。子ども用車いすもあります。

 問合せ 　地域福祉推進係
　　　　　☎　03（5347）1017
　　　　　℻　03（5347）2063

車いすを短期間借りたい

　ファミリーサポートセンターでは、地域の方が協力会員として登録
しており、保育施設等へのお子さんの送迎やそれに伴うお預かり等を
しています。子育て応援券が利用できます。

問合せ 　ささえあい係
　　　　  ファミリーサポートセンター
　　　　　☎　03（5347）1021
　　　　　℻　03（5347）2062

子どもを保育園に送迎してほしい

　福祉サービスの利用手続き、内容のわからない郵便物の確認、公共
料金や家賃などの支払い、預貯金の出し入れの代行、書類の預かりな
どの支援を行っています。判断能力が十分でない障害者や高齢者が
安心して地域で暮らせるようにお手伝いします。

問合せ 　あんしんサポート係
　　　　　☎　03（5347）1020
　　　　　℻　03（5347）2061

もの忘れがあり、福祉サービスの支払いなどが心配

　地域包括支援センター（ケア 24）にご相談ください。ケア 24 は高
齢者の総合相談窓口で、杉並区内に 20 カ所あります。介護保険に関
することだけでなく、ご近所に気になる高齢者がいらっしゃる場合も
ケア 24 にお知らせください。

問合せ 　※杉並社協が受託している３カ所

①ケア 24 南荻窪
　　杉並区南荻窪２－28－13
　　☎　03（5336）3724　　℻　03（5336）3727
②ケア 24 梅里
　　杉並区梅里１－７－17K＆Ⅱビル５階
　　☎　03（5929）1924　　℻　03（5929）1925
③ケア 24 永福
　　杉並区永福３－35－11
　　☎　03（5355）5124　　℻　03（5355）5125

近所に住む高齢者のことが気がかり

すぎなみ社協№160号に誤りがありました。訂正しておわびいたします。
　3面　募金にご協力いただいた皆さま
　誤）杉並第四中学校
　正）杉並第四小学校

　ホームヘルプサービスでは、
地域の方が協力会員として登録
しており、空いている時間で掃
除や買い物等をお手伝いします。
曜日を決めて定期的にお伺いし
ます。

問合せ 　ささえあい係
　　　  ホームヘルプサービス
　　　　　☎　03（5347）3131
　　　　　℻　03（5347）2062

高齢のため掃除や買い物ができず困っています
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初めて広報を担当させていただくことにな
りました。たくさんの皆さまに読んでいた
だける紙面を、広報委員と共に作っていき
たいと思います。これからどうぞよろしく
お願いいたします。（Ｓ・Ｕ）


